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　いよいよ大型連休が始まります。ご家族やお友達と、お出かけ
の予定をたてられていることでしょう。楽しい休日をお過ごしく
ださい。お出かけの際は、十分気をつけてくださいね〜 (^0^)/~

いつも熊本日日新聞をご愛読いただきありがとうございます

球磨工業高校野球部 優勝おめでとう！スポーツ愛・Ｉ・ アイ 第 144 回九州地区高校野球熊本大会

次のページへどうぞ

多良木中学校　加
か は ら

原 大
そ ら

空君
　新しい教科とかの勉強を頑張り
ながら、部活の野球でも、1 年生
からレギュラーを取れるように頑
張ります。

（写真左から）笠松 宗哉君、橋本 
譲希君、岩水 佑輝君、加原 大空君、
愛瀬 雅大君

岩野小学校

　　梅
うめはら

原 奏
か な た

太君
　小学校に入学したの
で、算数と体育を頑張り
たいです。また給食が楽
しみです。それと空手を
始めようと思います。

水上中学校

　五
ご か

家 舞
ま い こ

衣子さん
　部活動ではテニス部
に入るつもりですが、
皆と協力して頑張ろう
と思います。また勉強
の方では順位が出るの
で、しっかり予習や復
習をしていきたいです。

多良木小学校

　　北
きたざき

﨑 梨
り な

菜さん
　漢字のテストで 100 点
をとってあっぱれを貰いた
いです。スポーツでは１年
生から陸上をして、３年生
になったらバレーをしたい
です。

　この春めでたく小学校・中学校へ入学し
た、新１年生を紹介します。各町村の入学
者２名ずつに、これから楽しみにしている
ことや頑張りたいことを聞きました。

湯前中学校

　　吉
よ し だ

田 美
み こ と

琴さん
　将来の選択肢を増や
せるように、勉強をしっ
かり頑張っていきたい
です。

あさぎり中学校

　小
こ み た

見田 暁
あきまさ

正君
　勉強と部活の両方を
頑張りたい。文武両道
を目指します。

岡原小学校

　森
もりみつ

光 華
か り ん

鈴さん
　ひらがなや、カタ
カナはかけるので漢
字をかけるようにが
んばりたいです。

４月６日に行われた「第144回九州地区高校野球熊本大会」で、有明高校を１対０で下し、見事初優勝を飾りました。
その様子をどうぞ一部ですが、ご覧ください。

湯前小学校

　那
な す

須 理
ま さ と

人君
　小学校では算数を
がんばりたいです。
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新 聞 記 事 を 楽 し む！ NO.49

　4 月 3 日の熊日新聞に、熊日
賞に八代工業『くまがわ』、「2018
年度熊日新聞コンクール『高校
ＰＴＡ新聞の部』の最終審査が
熊本市中央区世安町の熊日本社
であり、グランプリの熊日賞に八
代工業ＰＴＡの『広報くまがわ』
が初めて選ばれた。次席の県公
立高ＰＴＡ連合会賞は第一好文
会の『好文』が決まった。18 年
4 月から 19 年 3 月に県内の公私
立高ＰＴＡが発行した新聞など
が対象で、今回は 32 点の応募が
あった。うち 20 点が最終審査に
進み、企画内容やレイアウトな
ど 4 項目について採点した。審
査員から『分かりやすさ』、『切
り口の良さ』が高く評価された。
優秀賞 5 点、優良賞 4 点、佳作
8 点も決まった」と発表の記事が
あった。すぐに多良木高校ＰＴ
Ａ新聞『木綿葉』はどこにある
か捜した。すると【佳作】の欄に、
木綿葉（多良木高校）とあった。
多高生徒の活動やＰＴＡの活動
をより多く、連載した『親ヂカ
ラ』の記事で構成し、読み応えの
ある新聞作りに努めていたのだ
が。やはり写真と記事をコンパ

クトにまとめた新聞が評価され
るのかと思ったりした。さっそ
く、錦町役場の蓑田広報委員長
へ「今朝の熊日新聞に、先日応
募しましたＰＴＡ新聞「木綿葉」
の審査結果が発表されていまし
た。少し残念でしたが、佳作に
入選しました。Ａ３版の４面で
多くの生徒、保護者に原稿依頼
して作成しました多良木高校Ｐ
ＴＡ新聞ですがね」と連絡する
と、「そうですか。しかし７名の
委員さんと先生と毎回夜遅くま
で原稿を読み、校正し割付する
時間は楽しく充実していました。
それで十分だと思います。13 日
の表彰式には多良木高校の保護
者を代表して出席しますので」
と蓑田さんが話された。確かに、
多良木高校の校訓の一つ『平和』
を根底に置き、その上に一つ一
つの原稿を乗せ、野に咲く菜の
花のレモンイエローの感じに仕
上げましょうと、「ああでもない、
こうでもない」と和気あいあい
とした雰囲気の中で作り上げた
ＰＴＡ新聞【木綿葉】だった。

次回の発行日は５月１１日 ( 土 ) 予定です。お楽しみに !!

（原稿・写真提供：球磨支援学校）

多良木警察署だより

（原稿提供：前多良木高校・
南稜高校 川北禎一先生）

〜 佳 作、 多 良 木 高 校 Ｐ Ｔ Ａ 新 聞「 木 綿 葉 」 〜

　４月９日（火）に入学
式が行われ、小学部９人、
中学部８人、高等部１５
人の児童生徒が入学しま
した。校訓「元気で　仲
よく　根気よく」のよう
に、新たな環境で新たな
出会いを通して、切磋琢
磨、学校生活を楽しんで
ほしいと思います。入学
式当日は初めてのことに
戸惑って涙が流れる児童

（原稿提供：多良木警察署）

ようこそ、球磨支援学校へ！

自分は騙されないと思っていませんか??

｢元号が変わるから…」「平成最後の…」

全国的にはこのような詐欺が実際に起きています！
　・金融機関の職員を装った人物から「元号が変わるからキャッシュカー
　  ドを預かる」「暗証番号を教えて」などと聞かれた。
　・信用金庫を装った人物から「キャッシュカードが使えなくなるので
　  回収する」といった内容の手紙が届いた。
警察や銀行、金融機関の職員などがキャッシュカードの提出を求
め、暗証番号を聞くことはありません !!

●詐欺師の常
じょうとうく

套句●

「紹介すると特典があります」
「必ず儲かります」
「リスクはありません」
「キャッシュカードを預かります」

もいましたが、これから始まる学校生活に期待を膨らませ、堂々とし
た表情をしている生徒もいました。
　本校は、昨年度、創立４０周年を迎えました。今年度は、新入生を
含め８６人の児童生徒でのスタートです。新しいメンバーで新たな球
磨支援学校の歩みを力強く一歩ずつ進めていきたいと思います。５月
２５日（土）には「くましえん運動会」、１０月１３日（日）には「く
ましえん祭」が開催されます。今年も、様々な行事に児童生徒及び教
職員で協力して取り組んでいきます。地域の皆様には、児童生徒の輝
く姿をぜひ見ていただきたいと思います。
　今年度もどうぞよろしくお願いします。

誓いの言葉

時事的詐欺に注意 !!

怪しいと思ったら家族・警察にすぐ相談 !

対策→いつも留守番電話にしておき、必要な相手からの場合だけかけ直す。
　　　これをおすすめします！

このような言葉にご用心 !!

手作り「廃油せっけん」

　4 月 15 日に多良木町の黒肥地 1 区婦人会（支
部長：池田初子さん、三津山ハル子さん、28 名）
が、今年の 2 月に手掛け始め、ようやく完成した
廃油セッケン（無公害セッケン）の袋詰め作業を
行いました。当初は黒肥地婦人会だけが、廃油セッ
ケン作りを行っていましたが、多良木町地域婦人
会連絡協議会として、綾町（宮崎県）に研修に行った際、綾北川の上流に
位置している綾町が「川の上流に住む者の責任として、下流の川を汚さない」
と考えられているのに触れ、球磨川上流にある多良木町にも当てはまると、
廃油セッケン作りに取組む事の大切さを改めて学ばれたそうです。それと
同時に同会でも廃油セッケン作りを始められたそうです。それから約 14 年
間、廃油セッケンを作り、同地区の各戸（現在は約 120 世帯）に無償で配

布されていますが、同様の取組みをされる
婦人会は無くなってしまったのではないか
とのことです。「毎年恒例で作っているが、
とてもためになります。孫の野球のユ
ニフォームや靴下の泥落としに最適で
す。これからも続けていきたいと思い
ます」と、池田会長は話されていまし
た。


